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除雪に関するよくある疑問

■市の除雪はどの範囲まで入っているの？

■市道の４割が除雪範囲と聞くが、予算がないからで

きないの？

■除雪範囲をもっと増やすにはどうしたらよいの？



金沢市の除雪の概要

〇金沢市は毎年「道路除雪計画書」

を作成し、市と市民の役割分担、金

沢市（委託業者）が除雪する路線を

あきらかにしています。



組織



役割分担について



除雪路線と出動基準



除雪路線は市道の４割 R５： 910.8/2201×100=41％
総延長ｋｍ



除雪路線図の例 ※校下・地区ごとに見れます。



町会での除雪
こうした線が引いてある道路のみ、公的除雪が入ります。

それでも除雪車が来る場合は、町会が業者に依頼して行っていたり、町会が購入した
機械で住民が行っている可能性があります。

こんな補助制度があります。



これまで



４割以上に増やすには

広田

「除雪路線拡大を求める！」

市長

「除雪計画路線は、作業を行っている各除雪業者と除雪体制などについて意見交換を行い、

市内全域の路線調整を図りながら決めている。路線を拡大するには、除雪業者の確保とオ

ペレーターの育成が必要になる。今般、除雪の出場基準を緩和した。（中略）地域の実情

に合わせて、路線の追加や変更を検討しているが、こういった事情の中で大幅な路線の拡

大は難しい状況にある。引き続き、除雪業者の掘り起こしやオペレーターの育成支援を行

い、除雪体制の維持、強化に努めたい」

２０２３年９月議会質問より



市は、これでいいとは思っていない。
なぜなら、法律上は

道路法第42条

『道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つよう
に維持し、修繕し、もつて一般交通に支障を及ぼさ
ないように努めなければならない。』

広田
「道路法第42条では、除雪が道路管理者の義務として明示されている。よって、市道の
除雪は原則、道路管理者である市が行うよう努めるべきという認識でよいか」

市長
「道路法によって努めるということは、市の責務であると思っている。ただ、現実問題
として、本市行政だけで全てできるものではなく、民間事業者や市民の力も借りながら
努めていかなければならないと認識している」

2021年３月議会質問より



他都市とくらべても

2021年の聞き取り調査をグラフ化



みなさんと取り組み改善してきたこと

２０１７年度の大雪を受け、市は道路雪害対策検討会を開き、関係者や市民との意見交換を経て、
出動基準の見直しなど行った。

2018年度



みなさんと取り組み改善してきたこと
2021年度
○雪害対策本部の設置基準を緩和

■ 積雪の深さが６０㎝以上 → 大雪警報が発表され、排雪場が開設

※大雪警報の発表基準＝１２時間の降雪の深さが平地で２５cm以上、山間部で５５cm以上になると

予想される場合。

○除雪出動基準の緩和

■ 第２次路線 積雪１５㎝以上 → １０㎝以上

○地域除排雪活動費補助制度の拡充

■ 補助要件：「雪害対策本部設置してから」が条件ですが、雪害対策本部の設置基準が緩和。

■ 対象：これまで市道のみでしたが、「通学路や災害時避難通路等の生活道路」も追加。

■ 補助率：２／３ → ３／４限度額：３０万円/年度 → ５０万円/年度 ⇒ ５０万円/雪害対策本部設置

2023年度



みなさんと取り組み改善してきたこと

2023年度



除雪業者の現状

土木局長

除雪機械とオペレータを有する業者が市道除雪に参加できない主な理由としましては、

まずは市道除雪の体制を整えるには深夜・休日を問わずの作業で時間的制約があり人員の

確保が困難であることのほか、作業に当たっては除雪に伴う住民対応など社会的責任が重

いことなどが挙げられております。加えて、隣接する民家や、路上のマンホール鉄蓋や、

防音策等に細心の注意を払って安全を確保する必要があるなど、相応の技術力が要求され

るため参加できない業者もいると聞いています。

２０２３年３月議会質問より



除雪業者の現状
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委託事業者を増やすための支援も



福井市が行っていること

福井市は3パターンで業者・機械を確保している。（2022年度）

①市所有の除雪ドーザなどの機械61台を業者さんに貸し出す

②市がリースした機械126台を業者さんに貸し出す

③除雪業者さんの機械338台を借り上げておいて貸す。

④除雪に対する稼働費のほかに、待機手当を出している。

本市と大きく違うのは、福井市は525台すべて一時的に市が管理し、

市道の除雪に最優先であたらせていること、そして待機手当が出る

こと。



金沢市も貸出があればできるという
業者さんもいる。

２０１８年度
金沢市実施



公的な体制も増やす必要がある

〇土木局の体制も、中核市でみても少ないほう

・委託業者への指示や、地域との調整はすべて職員が行う。

・降雪時、道路管理課は日夜問わずの状況になる。

〇金沢市道路等管理事務所の体制が減らされている

1998年度 40名 そのうち技能職34名

2023年度 13名 そのうち技能職7名

※市は技能職の退職者不補充という方針であり、道路等管理事務所は先細り



除排雪費決算額の推移

H30 80 ２億1750万円

H元 18 １億2776万円

R２ 171 ９億4904万円

R３ 206 ９億2424万円

R４ 146 ９億4229万円

※千円単位切り捨て
※道路除排雪委託費＋直営道路除排雪費＋道路除排雪一般経費

降雪量



昨年度の地域除排雪活動費補助

年度 費用 団体数
R４ 5283万 のべ360

※千円単位切り捨て
※市内町会数１３４５

＝町会が除排雪を民間に委託した費用の３/４を補助

その他、除雪関連の地域補助費用をあわせると１億１６００万円（R４年度）

※町会での合意づくりが難しいとか、なかなか契約できる業者が見つからないという課題もある



まとめ

■ 現状は、市や委託業者さんが昼夜問わず懸命に行っている

■ 計画自体を引き上げる政策判断と予算付けが必要

■ 国からの予算措置ももっと必要

■公共事業は、こうした市民の命とくらしを守る取り

組みに活かすべき



都市像と都心軸再開発について



大転換
金沢のまちづくりを壊す

■ 2023年12月14日 金沢市議会議員 森尾 よしあき

４つの開発事業を
一気に進める

LRT(新型路面電車)
導入までねらう

旧都ホテル跡地での開発
武蔵・再開発
旧日銀跡地での開発
片町(四番組山側地区)開発

金沢市都心軸中心の大型開発事業が行われてきました。

事業費として約2500億円が投入されてきました。



規制緩和・高さ規制などを壊す 都市再生特別措置法の適用



国、県、経済界が
主導

村山市長は、市民と議会をにも示
すことなく、進める

(内閣府、経済産業省、国土交通省)

12月15日、国に申請



LRT(新型路面電車)導入までねらう？
金沢港⇒金沢駅⇒武蔵⇒片町⇒有松・約7.8キロ

国は、都市再生特別措置法と地域交通活性化再
生法を活用し、コンパクトシティー・プラス・
ネットワークの形成を進めるとしています。

試算では、30～50億円/1キロ

全体の事業費390億円
⇒国1/2で195億円、市1/2で195億円
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